
て、各関節が 180 度に近い値でしっかりと伸ばされた状態で手、肘、肩の土台の上にスムーズに積み上

げられることが重要となる 6）が、介入指導後の試技ではその点が達成されたと言えるだろう。また、局

面 B、C では最大に達した各関節角度に近い値を維持する時間が伸長したが、これは前転に移行する直

前まで安定した倒立姿勢を保持することができるようになった結果と言えるだろう。合成重心変位を比

較すると、被験者 3 名に共通し、倒立前転習得後の試技で高い値を示している。これは、倒立時の各関

節角度が増大し、安定した姿勢で鉛直化することによって重心位置が上に移動したと言えるだろう。一

方で、重心位置が低い結果を示した被験者に関しては要因の特定が困難であるが、元々倒立前転習得に

至っていなかった原因が被験者の中で唯一異なることが影響していると考えられるため、追加の検証が

必要であるだろう。また、倒立姿勢評価指標が全ての被験者に共通して小さくなったことは、介入指導

後の試技における倒立姿勢が、今回理想とするものにより近づいたと言えるだろう。 

 介入指導後に行ったアンケートでは、指導前と比較し、被験者全員が倒立に対する恐怖心やマット運

動に対する苦手意識を克服することに成功したということがわかった。そのため、本実践で用いた練習

プログラムは、倒立に対するネガティブな意識を払拭しつつ、段階的に技術を習得することに対して効

果的だったと言えるだろう。 

 

5. まとめ 

 本研究では「倒立前転」未習得の学生 4 名に対し、先行研究に倣った指導を行うことで段階的に技術

の習得を試み、技の習得前後試技における差異をバイオメカニクス的観点から検討することで、指導上

の視点や「コツ」を明確にすることを目的とした。その結果、被験者全員が倒立前転の習得に成功する

とともに、今回算出した各関節角度、重心位置の変容が結果に及ぼす影響を考えることができた。器械

運動の指導現場において、技の習得に困難を覚える子どもに対し、具体的に体のどの動きを変えていけ

ばよいか、またそのためには指導上どのような練習方法や場の設定を行なっていくことが有効かといっ

たことを明らかにすることができた。 
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1．緒言 

1-1．ICTの活用について 

井澤 1)は、｢これまでの筆者のバレーボールの授業実践を振り返ると、技能中心の指導で、運動が

得意な生徒だけでゲームが展開されることが多く、運動が苦手な生徒は周囲に迷惑をかけないよう

に遠慮してプレイしたり、話合い活動等でも非常に消極的な姿が目立ったりするなど、生徒一人ひ

とりが持っている力を発揮し、仲間と関わりながら練習やゲームに取り組む活動が十分にできてい

るとは言えず、誰もが楽しめるような工夫や調整が行われた授業ではなかったと捉えている。｣と述

べている。実際にこれまでの公立中学校においての学校見学や授業参観でも、上記したような状況

が見られた。また、授業内での ICT の活用が促されている現代において、これまでの学校見学や授

業参観で見た体育の授業では、手本の動画を鑑賞したり、生徒自身の動きを撮影して課題を発見し

たりするなど、映像に特化した ICT の活用はなされているが、その他の方法での ICT の活用はあま

りなされていない。 

1-2．バレーボールの教材化について 

上条 2)は、｢(スパイク、攻撃的なサーブなど)こうしたゲーム様相の変化、ゲームの深まりは、プ

レーヤーのボールをつなぐ技術、所謂レシーブ技術を身につけていかないと、そうした攻撃が出現

するゲームに発展していくことは困難である」と述べている。さらに上条は、「ボールをはじく技術、

オーバーハンドパス、アンダーハンドパスの技能は中学生でも体育の授業時間で習得することが難

しい」という。 

これまでの学校見学や授業参観で、バレーボールの授業でのオーバーハンドパスや、アンダーハ

ンドパスなどの基本的技能の、練習時間が多く確保できていない現状が見られた。そのため、中学

1 年生や 2 年生の授業ではパスの技術を習得していないまま、試合を実施することとなり、ラリー

中は、山なりの返球で 3 段攻撃ができる状態ではない。そのため、中学校のバレーボールの授業で

は、正規のルールではなく、2 年生まで継続して、細かいルールの設定と、修正を取り入れて行い、

基礎的技術を習得しつつ、ゲーム形式の授業を行うことが授業者には求められると考えた。 

以上を踏まえて、本実践のバレーボール授業で行う試合では、細かいルールの設定と、修正を取

り入れ、試合のデータを各チームで取ったり、使用したりしながら、チームの特徴を分析したり、

振り返りや次時の試合に活用したりする事を目的としたプログラムを開発する。ICT を活用した試

合の振り返り活動を通して、個人やチームの良さや、課題を発見したり、生徒一人ひとりが持って

いる力を発揮し、仲間と関わりながら練習やゲームに取り組んだりすることができるかどうかを検

討し、本実践の有効性を図るものとする。 
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2. 調査対象の概要 

2-1. 対象 

対象者は、水戸市立Ｍ中学校 1 年 6 組 34 名（男子 18 名、女子 16 名）のうち、授業に 1 回以上参

加し、ICT の使用に関するアンケートの解答を回収することができた 27 名（男子 14 名、女子 13

名）、学習カードの記入を回収することができた 29 名(男子 16 名、女子 13 名)である。 

2-2. アンケート項目 

3．授業実践 

3-1. プログラムの内容 

プログラムは、Google spreadsheet の

Google Apps Script(GAS)を使用し、入力

シートを作成した。シートのボタンをタ

ッチすると、数がカウントされ、その数

値を集計処理することができる。 

ボタンの種類は、オーバーハンドパス

のタッチ回数・アンダーハンドパスのタ

ッチ回数・返球・ミスの 4 種類であり、

入力した結果、表示される項目は、1 回

返球数・2 回返球数・3 回返球数・合計

得点の 4 項目である。 

3-2. 各授業の活動内容 

 

生徒
氏名 

表 1 各授業の活動内容 

 

図 1 タブレットの画面レイアウト（右コート） 

 

・タブレットの使い方の理解・正しく入力することができたか否か 

・使いやすかったか否か、またその理由・役に立ったか否か、またどのように使用したか 

・タブレットを使用した感想・今後もタブレットを使用したいと思うか否か・授業の感想 
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生徒
氏名 

表 1 各授業の活動内容 

 

図 1 タブレットの画面レイアウト（右コート） 

 

・タブレットの使い方の理解・正しく入力することができたか否か 

・使いやすかったか否か、またその理由・役に立ったか否か、またどのように使用したか 

・タブレットを使用した感想・今後もタブレットを使用したいと思うか否か・授業の感想 

 

4. 結果と考察 

4-1. ICTの活用について 

生徒へのアンケートの結果から、全項目において、

肯定的な回答の方が多かった。また、今回作成したプ

ログラムの使いやすさに関する高評価が多く、その理

由として、利便性に関する回答が最も多かったため、

このプログラムの利便性は高いといえる。しかし、低

評価なものがなかったわけではなく、生徒の意見か

ら、Wi-fi などのネット環境の問題と、データの収集・

保存方法の問題があることが明らかとなった。 

今回授業実践を行った水戸市立Ｍ中学校の体育館は、隣接している小学校と、体育館を共有して

いる状況であった。小学校が体育館前方を使用し、水戸市立Ｍ中学校は体育館の後方を使用するこ

ととなっていた。体育館の Wi-fi は、体育館前方に設置してあり、後方で体育を実施した際、Wi-fi

に繋がりにくいという問題が発生し、4 校時のタブレット説明の際、生徒のタブレットがネットワ

ークに接続できず、プログラムが機能しなかった。5 校時までに、Wi-fi の場所を移動し、すべての

タブレットが機能することを確認し、5 校時に臨んだが、プログラムが機能しなくなり、画面がフ

リーズしたり、ボタンが消失したりするなどのトラブルが発生した。解決策として、機能しないシ

ートと、左右逆のシートが使用できるように、トラブルが発生していない相手チームと、コートを

交換するといった対応を行った。6 校時の試合では、5 校時より、トラブルは減少したが、同様なト

ラブルが発生した。 

ネット環境の問題に関して本実践から、今回作成したプログラムは、ネットワークに接続してか

ら、データを記録するものであったため、体育館の Wi-fi では正常に機能しなかったことがわかっ

た。体育館のネット環境は、十分に整っておらず、Wi-fi ルーターが移動できるものであるため、つ

ながりやすい環境ではないことから、ネットワークを利用した ICT の使用をすることは難しいとい

う事実も発覚した。そのため、体育館のネット環境の整備が必要不可欠であると考えた。 

今回のプログラムのデータ収集・保存方法に関して、収集したデータを保存するシートを備えて

いなかったため、生徒は前の試合データを確認することが難しかった。そのため、プログラムで収

集したデータが、グラフや表で表示され、試合の間の作戦タイムで確認し、試合終了後には、チー

ムのデータを保存できるシートを作成する必要があると考えた。 

4-2. 授業内容について 

図 2 使いやすさを評価した理由 

図 3 記述内容の変容 
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授業の振り返り時間に、学習カードに記入してもらい、回収し、記入内容の確認を行った。学習

カードに関しては、M 中学校で使用されているものを活用した。記入内容は、本時の内容、自己評

価、振り返り・次時の目標である。図 3 は、6 校時まで記入されている学習カードを回収すること

ができた 29 名（男子 16 名、女子 13 名）の、振り返り・次時の目標の欄に記入された内容を、アフ

ターコーディングし、集計したものである。 

1 校時・2 校時の記述内容には、技術に関する内容が多く記入されていたため、生徒は、技術の獲

得を求めていると考えられる。そのため、指導者は基礎となる技術の指導を手厚く行うことが相応

しいと考えられる。 

授業回数を重ねるごとに、技術に関する内容は減少傾向にあり、3 校時〜6 校時にかけては、チー

ムワークに関する内容が記入されるようになった。これは、活動内容が個人で行うものから、チー

ムで協力して行うものになったため、生徒の自己分析の視点が、個人からチームに移ったのではな

いかと考えられる。 

3 校時以降、マイナス的内容を記述している生徒がいた。3 校時と 5 校時にマイナス的内容を記

述した生徒は次の学習カードには、チームワークや次回への意気込みを記入していたため、学習意

欲が低下している様子は見られなかった。6 校時にマイナス的内容を記述していた生徒は、5 校時で

の試合結果と 6 校時の試合結果を比較して、チームの分析を行い、反省点について記述していたた

め、学習意欲が低下している様子は見られなかった。 

本実践では、対象学校の都合上、ビデオなどによる撮影が叶わなかったため、生徒の動きの変化

や、活動の様子を記録することができなかった。 

 
5. まとめ 

本実践では、体育の実技授業において、試合データを入力する新たな方法として、ICT を導入し

た。授業後に実施した、生徒へのタブレット使用に関するアンケート結果から、今回作成したプロ

グラムを、授業内で使用することによって、試合データの収集や閲覧が手軽にできることがわかっ

た。また、学習カードから、本実践で行った、細かいルールの設定と、修正を取り入れた試合のデ

ータを、各チームで取ったり使用したりしながら、チームの特徴を分析したり、振り返りや次時の

試合に活用したりする様子が見られた。つまり、ICT を活用した試合の振り返り活動を通して、個

人やチームの良さや、課題を発見したり、生徒一人ひとりが持っている力を発揮し、仲間と関わり

ながら練習やゲームに取り組んだりすることができた。 

しかし、ICT を使用した授業には、ネットワーク環境などの問題も抱えており、プログラムの更

なる品質改善が必須であることがわかった。そのため、今後は、プログラムの品質改善を行い、現

場に出た際に、再び実践をしていこうと思う。 
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